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古代文字資料館発行『KOTONOHA』72 号（2008 年 11 月） 

 

蘇尼特系蒙古語方音初探：母音 
吉池孝一・哈斯 

 

1.はじめに 

 哈斯(ﾊｽ)さんは内蒙古自治区・蘇尼特(ｽﾆﾄ)右旗出身の話者である1。

蘇尼特方言の調査報告としては、孫 竹 19902および烏力吉布仁 20013

がある。他に朝格巴雅爾 1989 があるが未見。過日、ハスさんの発音を

聞いたところ両報告書とは異なる部分もあるようなので「蘇尼特系」と

して初歩的な音系の記述を共同で試みた。栗林均 1989 によると、この

方言はハルハ方言に属すようであるが、ハスさんの言葉がどの程度チャ

ハル方言の影響を受けているか興味深い。なお、音系の記述にあたって

先ず語彙を採取するわけであるが、ハスさん自身が家庭を中心とした生

活圏の中で実際に使用したことのある所謂「使用言語」を極力採取した。

もっとも先行調査資料との対比のため「理解言語」も一部含んでいる。 

  発音は「簡略な」音声表記により、a,ɛ,ɔ のように裸で記すことにす

る。この簡略表記には音韻的な処理を施した部分もあるが体系を充分に

考慮した上のものではない。このような表記であっても、当該方言の概

略を知るという点に目標を限定するならば有用であろう。なお、簡略表

記の説明のため、「やや精密な」音声表記を用いるが、そのような場合

[a][ɛ][ɔ]等で示すことにする。これもやや精密な音声表記に関わるこ

とであるが、第２音節以降の中舌化した短母音は、普通には [ă]のよう

に記されるのであるが、本稿では第１音節の母音の表記に使用した音声

                                                 
1 父母ともにスニト出身。1977 年生まれ。女性。1992 年までスニトの小・中学校

にて学ぶ。1992 年から 2004 年までﾌﾌﾎﾄとｽﾆﾄの両地にて生活。この間 1995 年か

ら 1999 年までﾌﾌﾎﾄの大学に学ぶ。2004 年日本の大学に留学。なお小学校 3 年よ

り正式に漢語を学ぶ。 
2孫 竹 1990 には「東蘇尼特」として東スニトの語彙調査資料が一覧表としてある。

ハスさんの居住地は西スニトである。西は東に比べて交通の便が良いというから、

総体として西スニトの方が標準的な内蒙古方言（チャハル方言）の影響を多く被っ

ている可能性はある。 
3烏力吉布仁 2001,21-26 頁。なお、なぜか論文中の調査語彙の多くは文語的なもの

となっている。 
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記号を用い[a]のようにする。また、語末子音の後に付属的な母音が聞

こえるときと聞こえないときがある。この付属的な母音は[da]のように

記すことにする。 

  なおこれ以後、蒙古文語形は全て Lessing(1995)に拠り、そのローマ

字転写は( )で括りそれと明示する。 

 

2.母音 

2-1.短母音 

  第１音節の短母音の簡略表記とやや精密な音声表記は以下の通りであ

る。 

  

陽性母音 

    1       2       3      4       5      6 

a    ɛ    ɔ   œ    ʊ   ɪ 
 

陰性母音 

    7               8              9      10 

ɜ        ɵ       ʉ   i 

陽性母音 

 1.  a :  [a]   [ama]口 [ʣaɸsar]すきま [maa]肉 

 2.  ɛ :  [ɛ]   [ɛmɛ]生命 [nɛrɪːŋ]狭い [xɛnɛ]友人 

       :  [e]  [ʧedaxa]できる [ʤeda]槍 

 3.  ɔ :  [ɔ]   [ɔdɔ]星 [nɔm] ～[nɔmɔ]本 

4.  œ :  [œ]   [œnœ]樽木 [xœnœ]羊 

5.  ʊ :  [ʊ]   [ʊsa]水 [ʣʊsa]血 

 6.  ɪ :  [ɪ]  [ɪlaː]はえ [ɪmaː]山羊 [ɪra]尾根 

[ɪlaa]克服する 

 

陰性母音 

7.  ɜ :  [ɜ]   [ɜmɜ]雌  [xɜlɜ]舌・言葉 [nɜrɜ]名前 

8.  ɵ :  [ɵ]   [ɵrɵ]負債  [ɵdɵ]羽  [tɵrɵ]国家 

 9.  ʉ :  [ʉ]    [ʉrɜ]種子  [ʉdɜ]正午  [tʉr]臨時の 

10.  i :  [i]   [imə]目印（家畜の耳に付ける） [ʤixə]耳  [ir]汚れ 

 陰性母音 ɵは陽性母音 œ に比べて唇の突き出し丸めが著しい。 

 

2-2.長母音 

  長母音の簡略表記とやや精密な音声表記は以下の通りである。 
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陽性母音 

    1       2       3      4       5      6 

aː    ɛː    ɔː   œː    ʊː   ɪː 
 

陰性母音 

    7               8              9      10 

ɜː         ɵː       ʉː   iː 
陽性母音 

 1. aː :  [aː] [aːa]お父さん [aː]どこ [otaː]煙 

 2. ɛː :  [ɛː] [ɛːl]アイル [xɛːʧɛ]はさみ [mɛːlaa]羊が鳴く 

:  [eː] [ʃeːra]動物の足 [ʧeːraɢa]強い 

3. ɔː :  [ɔː] [ɔdɔːdɔ]胃 [tɔː]数 [ɔːsɔr]ひも 

 4. œː :  [œː] [œːmœsœ]靴下 [œː]森 [nœːtœŋ]濡れている 

 5. ʊː :  [ʊː] [ʊːla]山 [ʊrʊːla]唇 [mʊː]悪い 

 6. ɪː :  [ɪː] [nɛrɪːŋ]狭い [ɔlɔŋkɪː]多数の  [xɛlɪːx]横目で睨む 

陰性母音 

7. ɜː :  [ɜː] [ɜːʤɜ]お婆さん  [xɜːlɜ]家畜の胎児 [tɜmɜː]らくだ 

8. ɵː :  [ɵː] [ɵːdɵ]上り坂 [xɵːsɵ]泡 [tɵː]指尺（親指と中指） 

 9. ʉː :  [ʉː] [ʉːdɜ]扉 [dʉlxʉːr]鍵 [dʉː]弟・妹 

10. iː :  [iː] [iːmə]このような [biː]私 [tiːmə]そのような 

       [iːmɜr]運  

 

2-3.二重母音 

  二重母音の簡略表記とやや精密な音声表記は以下の通りである。以下

の語彙は道布 1983 を参照した。長母音を全て[ː]としたが、それほど長

くないものもある。 

1. ʉi :  [ʉi] [ʉimɜxɜ]騒ぐ [xʉisə]へそ 

   ʉiː : [ʉiː]  [ʉiːlə]苦難  [tʉiːmɜr]火事 [gʉiːʧixə]追いつく 

2. ʉɛ : [ʉɛ] [ʉgʉɛ]～[ʉgʉɛː]ない  

[gɛːʤʉɛ]ドライバー（<漢語「改錐」）  

  ʉɛː : [ʉɛ]  [gʉʧgʉ]～[gʉʧgʉɛː]力がない 

[ʧimɜːgʉɛ]～[ʧimɜːgʉ]静かな 

3. ʉɜ :  [ʉɜ] [piŋgʉɜ]リンゴ(<漢語「苹果」) 

   ʉɜː :  [ʉɜː] [lʉɜːs]ロバ（<漢語「騾子」） 

4. ʊɛ :  [ʊɛ] [ɢʊɛ]～さん [kʊɛʤiː]会計（<漢語）  

[dʊɢʊɛlaŋ]グループ 
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   ʊɛː :  [ʊɛː] [ʊɛːlaxa]泣く [sʊɛːrɛ]基礎 [araŋɢʊɛː]暗黒 

 5. ʊa :  [ʊa] [jaːʃʊas]歯ブラシ（<漢語「牙刷」） 

 ʊaː :  [ʊaː] [ʊaː]盛り土 [ɢʊaːlaa]かびる  

 6. iɔ :  [iɔ] [jʉpiɔ]切手（<漢語「郵票」） [jɔs]道理 

    iɔː : [iɔː] [sʉːliɔːr]プラスチック（<漢語「塑料」） 

         [jɔːlɔɔ]うめく 

 

3.母音の特徴 

チャハル方言では ɛmj(生命)や xœnj(羊)のように口蓋化子音があり

その影響で ɛや œ という陽性短母音があらわれるが4、ハスさんの発音

では[ɛmɛ](生命)や[xœnœ](羊)であり、口蓋化子音はない。[ɛ]や[œ]は音

韻的にみても独立した母音である。一方、蒙古文語の(ayi)(oyi)に対

応する母音は二重母音ではなく ɛː( [ɛːl]アイル [xɛːʧɛ]はさみ [mɛːla
a]羊が鳴く)や œː( [œːmœsœ]靴下 [œː]森 [nœːtœŋ]濡れている)のよう

に長母音となる。孫 竹 1990 および烏力吉布仁 2001 の記述によると、

これらは蘇尼特方言で降り二重母音で現れるようであるから、この点ハ

スさんの発音はチャハル方言的である。 

なお子音については別の機会に記述するつもりであるが、上に挙げた

資料によっても、蒙古文語の ǰに dz（[ʣaɸsar]すきま）と ʤ（[ʤeda]

槍）が対応するところはハルハ方言的であることがわかる。もっとも、

蒙古文語 čが後続の無声子音により有声化するのは（[ʣʊsa]血 [ʤixə]

耳）チャハル方言的といえよう。 
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4 道 布 1983 による。 


